
調査計画 

 

１ 調査の名称 

国際航空旅客動態調査（日本人旅客用）（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

 

２ 調査の目的 

本調査は、国際航空旅客の個人属性・国内流動・国際流動・アクセス交通機関及び空港選択理由

等を把握し、国際航空旅客の総合的な動態を捉え、国際航空旅客の需要動向予測、空港アクセス

手段の分析等のための基礎資料を作成することを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲 

（■個人 □世帯 □事業所 □企業・法人・団体 □地方公共団体 □その他） 

国際線定期便が就航する国内の全空港（共用空港を含む。）から出国する日本人（ただし、

就学以前の幼児は除く） 

（ただし令和３年度においては、「国際線定期便が運航し、緊急事態措置又はまん延防止

等重点措置の実施区域に所在せず、かつ調査実施の承諾を受けた国内の全空港（共用空

港を含む。）から出国する日本人（ただし、就学以前の幼児は除く）」とする。） 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

約 12,000人 

（母集団の大きさ:約 820,000人（平成 30 年度国際航空旅客動態調査の実績）） 

（ただし、令和３年度においては、約 5,300 人（母集団の大きさ：約 25,000 人（見込み）） 

 

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出(□全数階層あり) □有意抽出） 

調査実施期間に調査対象空港を利用した日本人出国旅客から、出国手続き後の待合室及

びサテライト等において、委託を受けた民間事業者の調査員が無作為抽出して面接調査を

行う。 

なお、年間拡大後の集計結果が統計的に有意となるように、予め空港ごとに目標サンプル

数を定めることとし、これを目処に報告者を選定する。詳細は、別添１「目標サンプル数の

設定について」を参照（ただし、令和３年度においては、別添３「令和３年度国際航空旅客

動態調査目標サンプル数の算定」を参照）。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 
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（１）報告を求める事項 

出発便名、座席のクラス、居住地、旅行目的、空港までのアクセスにかかる交通手段・自

宅からの所要時間、空港選択理由、旅行先での経路・旅行日数、旅行形態、航空券の種類・

料金、性別・年齢・職業・年収、PCR 等検査の受診の有無・受診場所 

〔集計しない事項の有無〕 無■ 有□ 

（２）基準となる期日又は期間 

毎年８月及び 11月に国土交通省が定める日（１回２日～１週間程度）の内容について報

告する（ただし令和３年度は、令和４年１月における内容についても報告する。）。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

国土交通省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

□郵送調査 □オンライン調査（□政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） ■調査員調査 □その他（     ） 

〔調査方法の概要〕 

調査は、国土交通省が業務を委託した民間事業者の調査員が無作為抽出し、他計及び空港

ラウンジにおいては自計により調査を行う。 

＜民間事業者に委託する主な業務内容＞ 

① 調査票等の複製や翻訳、調査員の配置の計画、関係者との調整 

② アンケート調査とその結果の打ち込み、有効サンプルの抽出 

③ 週間拡大作業 

④ 調査結果の年間拡大作業 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 ■１年 □２年 □３年 □５年 □不定期 

□その他（   ）（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：   年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査は、毎年８月及び 11月に国土交通省が定める日（１回２日～１週間程度）に行う（た

だし令和３年度は、令和４年１月の国土交通省が定める日についても、調査を行う。）。調査

票は、調査を始める際にその場で示され、終了した際にその場で提出される。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。 

 

８ 集計事項 
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別添２「集計事項一覧」のとおり 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 

（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat 以外） □印刷物 □閲覧） 

（３）公表の期日 

速報については調査実施翌年の 10 月末までに、確報については調査実施翌々年の３月末

までに公表する（ただし令和３年度は、速報については令和４年 10 月末までに、確報につ

いては令和５年３月末までに公表する。）。 

 

10 使用する統計基準 

 □使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（        ） 

■使用しない 

本調査は、国際航空の旅客を対象とした調査であり、調査対象の範囲の画定及び集計結果の

表示に統計基準を用いる余地が小さいことから、いずれの統計基準も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

（１）調査票情報の保存期間 

a) 記入済み調査票：１年 

b) 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：常用 

c) 当該統計調査の業務の一環として調査票情報を転記することにより作成する書類：なし 

（２）保存責任者 

国土交通省航空局航空ネットワーク部空港計画課長 
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調査計画 
 

１ 調査の名称 

国際航空旅客動態調査（外国人旅客用）（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

 

２ 調査の目的 

本調査は、国際航空旅客の個人属性・国内流動・国際流動・アクセス交通機関及び空港選択理由

等を把握し、国際航空旅客の総合的な動態を捉え、国際航空旅客の需要動向予測、空港アクセス

手段の分析等のための基礎資料を作成することを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲 

（■個人 □世帯 □事業所 □企業・法人・団体 □地方公共団体 □その他） 

国際線定期便が就航する国内の全空港（共用空港を含む。）から出国する外国人（ただし、

就学以前の幼児は除く） 

（ただし令和３年度においては、「国際線定期便が運航し、緊急事態宣言措置又はまん延

防止等重点措置の実施区域に所在せず、かつ調査実施の承諾を受けた国内の全空港（共用空

港を含む。）から出国する外国人（ただし、就学以前の幼児は除く）」とする。） 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

約 22,000人 

（母集団の大きさ：約 1,060,000人（平成 30 年度国際航空旅客動態調査の実績）） 

（ただし、令和３年度においては、約 5,900 人（母集団の大きさ：約 28,000 人（見込み）） 

 

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出(□全数階層あり) □有意抽出） 

調査実施期間に調査対象空港を利用した外国人出国旅客から、出国手続き後の待合室及

びサテライト等において、委託を受けた民間事業者の調査員が無作為抽出して面接調査を

行う。 

なお、年間拡大後の集計結果が統計的に有意となるように、予め空港ごとに目標サンプル

数を定めることとし、これを目処に報告者を選定する。詳細は、別添１「目標サンプル数の

設定について」を参照（ただし、令和３年度においては、別添３「令和３年度国際航空旅客

動態調査目標サンプル数の算定」を参照）。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 
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（１）報告を求める事項 

出発便名、座席のクラス、目的地・経由地、旅行目的、旅行形態、航空券の種類・料金、

空港までのアクセスにかかる交通手段、空港選択理由、旅行日数・訪問国数、入国時の出発

地・入国空港、入国直前の訪問地・経由空港、日本での訪問地・移動交通機関・宿泊日数・

滞在日数、国籍・性別・年齢・職業・年収、日本居住者か否か、PCR 等検査の受診の有無・

受診場所 

〔集計しない事項の有無〕 無■ 有□ 

（２）基準となる期日又は期間 

毎年８月及び 11月に国土交通省が定める日（１回２日～１週間程度）の内容について報

告する（ただし令和３年度は、令和４年１月における内容についても報告する。）。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

国土交通省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

□郵送調査 □オンライン調査（□政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） ■調査員調査 □その他（     ） 

〔調査方法の概要〕 

調査は、国土交通省が業務を委託した民間事業者の調査員が無作為抽出し、自計により調

査を行う。 

＜民間事業者に委託する主な業務内容＞ 

① 調査票等の複製や翻訳、調査員の配置の計画、関係者との調整 

② アンケート調査とその結果の打ち込み、有効サンプルの抽出 

③ 週間拡大作業 

④ 調査結果の年間拡大作業 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 ■１年 □２年 □３年 □５年 □不定期 

□その他（   ）（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：   年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査は、毎年８月及び 11月に国土交通省が定める日（１回２日～１週間程度）に行う（た

だし令和３年度は、令和４年１月の国土交通省が定める日についても、調査を行う。）。調査

票は、調査を始める際にその場で示され、終了した際にその場で提出される。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。 
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８ 集計事項 

別添２「集計事項一覧」のとおり 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 

（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat 以外） □印刷物 □閲覧） 

（３）公表の期日 

速報については調査実施翌年の 10 月末までに、確報については調査実施翌々年の３月末

までに公表する（ただし令和３年度は、速報については令和４年 10 月末までに、確報につ

いては令和５年３月末までに公表する。）。 

 

10 使用する統計基準 

 □使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（        ） 

■使用しない 

本調査は、国際航空の旅客を対象とした調査であり、調査対象の範囲の画定及び集計結果の

表示に、統計基準を用いる余地が小さいことから、いずれの統計基準も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

 （１）調査票情報の保存期間 

a) 記入済み調査票：１年 

b) 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：常用 

c) 当該統計調査の業務の一環として調査票情報を転記することにより作成する書類：なし 

（２）保存責任者 

国土交通省航空局航空ネットワーク部空港計画課長 

 

6



調査計画 

 

１ 調査の名称 

国際航空旅客動態調査（通過・乗換旅客用） 

（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

 

２ 調査の目的 

本調査は、国際航空旅客の個人属性・国内流動・国際流動・アクセス交通機関及び空港選択

理由等を把握し、国際航空旅客の総合的な動態を捉え、国際航空旅客の需要動向予測、空港ア

クセス手段の分析等のための基礎資料を作成することを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲 

（■個人 □世帯 □事業所 □企業・法人・団体 □地方公共団体 □その他） 

成田国際空港・関西国際空港・東京国際空港を経由する通過・乗換旅客（ただし、就学以

前の幼児は除く） 

（ただし、令和３年度においては、「成田国際空港・関西国際空港・東京国際空港のうち、

緊急事態宣言措置又はまん延防止等重点措置の実施区域に所在しない空港を経由する通

過・乗換旅客（ただし、就学以前の幼児は除く）」とする。） 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

約 2,000人（母集団の大きさ：約 75,000人（平成 30年度国際旅客動態調査の実績）） 

（ただし、令和３年度においては、約 1,600人（母集団の大きさ：約 3,700人（見込み）） 

 

（２）報告者の選定方法（□全数 ■無作為抽出(□全数階層あり) □有意抽出） 

調査実施期間に調査対象空港を利用したトランジット旅客から、出国手続き後の待合室

及びサテライト等において、委託を受けた民間事業者の調査員が無作為抽出して面接調査

を行う。 

なお、年間拡大後の集計結果が統計的に有意となるように、予め空港ごとに目標サンプル

数を定めることとし、これを目処に報告者を選定する。詳細は、別添１「目標サンプル数の

設定について」を参照（ただし、令和３年度においては、別添３「令和３年度国際航空旅客

動態調査目標サンプル数の算定」を参照）。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 
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（１）報告を求める事項 

旅行目的、旅行形態、乗り継ぎ経路（直前の国・都市・空港・便名、直後の国・都市・空

港・便名）、到着・出発便名、乗り継ぎ理由・乗り継ぎ空港選択理由、乗り継ぎ時間、往復

での当該空港の利用状況、国籍・性別・年齢・職業、PCR 等検査の受診の有無・受診場所 

〔集計しない事項の有無〕 無■ 有□ 

（２）基準となる期日又は期間 

毎年８月及び 11 月に国土交通省が定める日（１回２日～１週間程度）の内容について報

告する（ただし令和３年度は、令和４年１月における内容についても報告する。）。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

国土交通省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

□郵送調査 □オンライン調査（□政府統計共同利用システム □独自のシステム 

□電子メール） ■調査員調査 □その他（     ） 

〔調査方法の概要〕 

調査は、国土交通省が業務を委託した民間事業者の調査員が無作為抽出し、日本人旅客に

ついては他計により、外国人旅客については自計により、それぞれ調査を行う。 

＜民間事業者に委託する主な業務内容＞ 

① 調査票等の複製や翻訳、調査員の配置の計画、関係者との調整 

② アンケート調査とその結果の打ち込み、有効サンプルの抽出 

③ 週間拡大作業 

④ 調査結果の年間拡大作業 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 ■１年 □２年 □３年 □５年 □不定期 

□その他（   ）（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：   年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

調査は、毎年８月及び 11月に国土交通省が定める日（１回２日～１週間程度）に行う（た

だし令和３年度は、令和４年１月の国土交通省が定める日についても、調査を行う。）。調査

票は、調査を始める際にその場で示され、終了した際にその場で提出される。 

※調査日は天候不順等により翌月まで順延する可能性がある。 

 

８ 集計事項 
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別添２「集計事項一覧」のとおり 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（■全部公表 □一部非公表 □全部非公表） 

（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat 以外） □印刷物 □閲覧） 

（３）公表の期日 

速報については調査実施翌年の 10 月末までに、確報については調査実施翌々年の３月末

までに公表する（ただし令和３年度は、速報については令和４年 10 月末までに、確報につ

いては令和５年３月末までに公表する。）。 

 

10 使用する統計基準 

 □使用する→□日本標準産業分類 □日本標準職業分類 □その他（        ） 

■使用しない 

本調査は、国際航空の旅客を対象とした調査であり、調査対象の範囲の画定及び集計結果の

表示に、統計基準を用いる余地が小さいことから、いずれの統計基準も使用しない。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

 （１）調査票情報の保存期間 

a) 記入済み調査票：１年 

b) 調査票の内容を記録した電磁的記録媒体：常用 

c) 当該統計調査の業務の一環として調査票情報を転記することにより作成する書類：なし 

（２）保存責任者 

国土交通省航空局航空ネットワーク部空港計画課長 
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別 添 １  

目 標 サ ンプ ル 数の 設 定 につ い て  

 

出国旅客アンケートの抽出率  

アンケート調査は前回同様、一年間のうち 8月（ピーク時）と 1 1月（オフ

ピーク時）の 1週間ずつの計 2週間を対象とする。この 2週間の平均が年間の

流動を表していると仮定しているため、年間値としての精度を確保するため

には、各週の調査精度を確保することが必要である（※）。  

そこで、サンプル抽出率を、週間の母数と相対誤差・信頼区間・カテゴリ

ー数の関係から下式により空港別に設定する。  

 

  

 

 

 

 

      ＲＳＤ：相対誤差  

      Ｋ   ：信頼区間の定数  

           （信頼度 95％のとき 1.96・信頼度 90％のとき 1.64）  

      ＺＫ  ：カテゴリ－数  

      ｒ   ：抽出率  

      Ｎ   ：母集団総数  

 

 ここで、上式の信頼度・相対誤差ＲＳＤ・カテゴリー数ＺＫを空港ごとに

下の表１のように設定する。  

 

表１  抽出率算定指標  

 

空   港  信頼度  相対誤差ＲＳＤ  カテゴリー数ＺＫ  

成田・羽田  95％  0.20  目的２×国籍２×発地４×行先２＝ 32 

関西・中部  95％  0.20  目的２×国籍２×発地３×行先２＝ 24 

福   岡  90％  0.20  目的２×国籍２×発地３×行先１＝ 12 

そ  の  他  90％  0.20  目的１×国籍２×発地３×行先１＝６  

N
1

r
r1)1ZK(KRSD ×

−
×−×=
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抽出率算定式から必要サンプル数を試算する作業は、請負業者により行われ

る。  

参考までに平成 30年度調査においては、表２のように目標サンプル数を得

ている。なお、地方空港のように週当たり便数の少ない空港で前記算定式を

用いて抽出率ｒを算定すると、 1便当たりの旅客に対する抽出率が 60％近く

になってしまう。しかし、もともと旅客の特性に偏りのある特定の 1便に対

してだけ抽出率を高く設定しても統計的に意味がない。そこで 1便当たりの

サンプル数の最高限度を定めて、それ以上のサンプルは採取しないこととす

る。  

1便当たりのサンプル数の最高限度は、投入する調査員の数等から決まる

調査の効率等を勘案して 30サンプルとする。抽出率算定式を用いて算定され

るサンプル数Ｆと 1便当たりのサンプル数の最高限度より算定されるサンプ

ル数Ｈとを比較して、小さい方の数を採用し、さらに日本人・外国人比率を

考慮して最終サンプル数Ｋ及びＬを設定する。ただし、ここで設定した目標

サンプル数が便数×30で決まっている場合はそのサンプル数を最低値とし、

算定式より求められるサンプル数を目標とする。  

 

表２  空港別目標サンプル数の算定（１週間当たり）（平成 30年度調査時）  
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トランジット旅客アンケートの抽出率  

出国旅客と同様の方法で抽出率を設定する。  

トランジット旅客についても、抽出率算定式から必要サンプル数を試算す

る作業は、請負業者により行われる。  

信頼度・相対誤差ＲＳＤは出国旅客と同様に 95％・ 0 .20を用いる（表３）。

カテゴリー数については、成田空港では目的 2×国籍 2×行先 2＝ 8、関西空港

及び東京国際空港では目的 2×国籍 1×行先 2＝ 4とする。この結果、目標サン

プル数は表４のように得られている。  

 

表３  トランジット旅客アンケート抽出率設定指標  

空    港  信頼度   相対誤差ＲＳＤ  カテゴリー数ＺＫ  

成    田  95％  0.20  目的２×国籍２×行先２＝８  

関 西 ・ 羽 田 95％  0.20  目的２×国籍１×行先２＝４  

 

表４  トランジット旅客アンケート目標サンプル数の算定  

(１週間当たり )（平成 30年度調査）  

 

 

 

 

＜ピーク時＞
注１ 注２

平成28年 平均 Ｋ ＺＫ 抽出率 目標

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ (信頼度) (ｶﾃｺﾞﾘｰ) （％） ｻﾝﾌﾟﾙ数

 旅客数(片側) 旅客数 (人／週)

（人／年） (人／週)

成田 2,429,158 46,587 1.96 8 1.4 660

関西 106,149 2,036 1.96 4 12.4 250

羽田 132,011 2,532 1.96 4 10.2 260

合計 2,667,318 51,154 　－ 　－ 2.6 1,170

注１：空港管理調書より

　　　（ピーク時調査時点では前年度の空港管理調書が掲載されていないため

　　　前々年度の旅客数で目標設定を行っている）

注２：10サンプル未満四捨五入

空港
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧                                                    別添２ 
結果表番号 

 
 
集計事項等 

第

１

表 

第

２

表 

第

３

表 

第

４

表 

第

５

表 

第

６

表 

第

７

表 

第

８

表 

第

９

表 

第

10
表 

第

11
表 

(※) 

第

12
表 

第

13
表 

第

14
表 

第

15
表 

第

16
表 

第

17
表 

第

18
表 

第

19
表 

第

20
表 

第

21
表 

第

22
表 

第

23
表 

第

24
表 

第

25
表 

第

26
表 

第

27
表 

分類

事項 

出国空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
居住地 ○          ○                 
性別  ○                          
年齢   ○                         
職業    ○                        
旅行目的     ○                       
業務目的旅客の出張頻度      ○                      
旅行形態       ○                     
アクセス交通手段        ○                    
代表アクセス交通手段         ○                   
最終アクセス交通手段          ○                  
国内線アクセス状況           ○                 
自宅・自宅外出発            ○                
アクセス所要時間             ○               
空港選択理由              ○              
最初の訪問国               ○             
最終目的国                ○            
帰国時出発国                 ○           
出国後の経由地と経由の有無                  ○          
帰国時の経由地と経由の有無                   ○         
出入国空港の相違                    ○        
入国空港                     ○       
旅行日数                      ○      
年収                       ○     
座席クラス                        ○    
航空券の種類                         ○   
航空運賃                          ○  
マイレージ利用の有無                           ○ 

集計
事項 旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（※）第 11 表の出国空港は、成田・関西・中部空港に限る。 
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧 
結果表番号 

 
 
集計事項等 

第

28
表 

第

29
表 

分類

事項 

出国空港 ○ ○ 
PCR 等検査の実施の有無 ○  
PCR 等検査の実施場所  ○ 

集計
事項 旅客数 ○ ○ 
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧 
結果表番号 

 
 
 
集計事項等 

主な集計結果

(※) 出国日本人集計結果 

第

１

表 

第

２

表 

第

３

表 

第

６

表 

第

１

表 

第

２

表 

第

３

表 

第

４

表 

第

５

表 

第

６

表 

第

７

表 

第

８

表 

第

９

表 

第

10
表 

第

11
表 

第

12
表 

第

13
表 

第

14
表 

第

15
表 

第

16
表 

第

17
表 

第

18
表 

第

19
表 

第

20
表 

第

21
表 

第

22
表 

分類

事項 

出国空港 ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
渡航先（最初の訪問地）  ○  ○                       
出発地（居住地）   ○             ○  ○    ○ ○ ○ ○  
経由地    ○                      ○ 
性別     ○                      
年齢      ○                     
職業       ○                    
旅行目的        ○                   
旅行形態         ○                  
旅行日数          ○                 
年収           ○                
座席クラス            ○               
航空券の種類             ○              
航空運賃              ○             
出国先              ○ ○  ○ ○ ○       ○ 
マイレージ利用の有無               ○            
海外回遊パターン                   ○        
入国空港                    ○       
アクセス交通手段                     ○      
最終アクセス交通手段                     ○      
代表アクセス交通手段                     ○      
空港選択理由                         ○  
帰国時利用空港                          ○ 
帰国時出発地                          ○ 

集計
事項 

旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    ○ ○ 
国内線利用率                      ○     
アクセス所要時間                       ○    
前日宿泊率                        ○   

（※）主な集計結果の第４表及び第５表は、外国人旅客及び通過・乗換旅客の調査票を集計した結果のため、本表からは除外した。 
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧 
結果表番号 

 
 
 
集計事項等 

出国日本人

集計結果 
第

23
表 

第 
24 
表 

分類

事項 

出国空港 ○ ○ 
PCR 等検査の実施の有無 ○  
PCR 等検査の実施場所  ○ 

集計
事項 

旅客数 ○ ○ 
国内線利用率   
アクセス所要時間   
前日宿泊率   
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧                                                    別添２ 
結果表番号 

 
集計事項等 

第

1
表 

第

2
表 

第

3
表 

第

4
表 

第

5
表 

第

6
表 

第

7
表 

第

8
表 

第

9
表 

第

10
表 

第

11
表 

第

12
表 

第

13
表 

第

14
表 

第

15
表 

第

16
表 

第

17
表 

第

18
表 

第

19
表 

第

20
表 

第

21
表 

第

22
表 

第

23
表 

第

24
表 

第

25
表 

第 

26
表 

第

27
表 

第

29
表 

第

30
表 

第

31
表 

第

32
表 

第

33
表 

第

34
表 

分類 
事項 

出国空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
国籍 ○                                 
性別  ○                                
年齢   ○                               
職業    ○                              
旅行目的     ○                             
旅行形態      ○                            
個人旅行のグループ人数       ○                           
国内訪問地        ○  ○                        
国内最終訪問地         ○                         
宿泊日数          ○                        
滞在日数           ○                       
出入国空港の相違            ○                      
入国空港             ○                     
最初の出発国              ○                    
最終目的国               ○                   
入国前・出国後の立ち寄りの有無                ○                  
入国前の経由地と経由の有無                 ○                 
出国後の経由地と経由の有無                  ○                
入国直前の訪問地                   ○               
出国直後の訪問地                    ○              
アクセス交通手段                     ○             
代表アクセス交通手段                      ○            
最終アクセス交通手段                       ○           
旅行日数                        ○          
訪問国数                         ○         
居住地                          ○        
日本居住者の居住地                           ○       
空港選択理由                            ○      
年収                             ○     
座席クラス                              ○    
航空券の種類                               ○   
航空運賃                                ○  
マイレージ利の有無                                 ○ 

集計 
事項 旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（※）第 28 表は、第 27 表の集計結果を構成比で表示したものであるため、本表からは除外した。 
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧 
結果表番号 

 
集計事項等 

第

35
表 

第

36
表 

分類 
事項 

出国空港 ○ ○ 
PCR 等検査の実施の有無 ○  
PCR 等検査の実施場所  ○ 

集計 
事項 旅客数 ○ ○ 
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧 
結果表番号 

 
 
集計事項等 

主な集計結果 出国外国人集計結果 
第

１

表 

第

２

表 

第

３

表 

第

４

表 

第

５

表 

第

６

表 

第

１

表 

第

２

表 

第

３

表 

第

４

表 

第

５

表 

第

６

表 

第

７

表 

第

８

表 

第

９

表 

第

10
表 

第

11
表 

第

12
表 

第

13
表 

第

14
表 

第

15
表 

第

16
表 

第

17
表 

第

18
表 

第

19
表 

第

20
表 

第

21
表 

第

22
表 

分類 
事項 

出国空港 ○      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 
渡航先  ○    ○                       
出発地   ○                          
国籍    ○ ○  ○       ○ ○ ○       ○      
訪問地     ○                        
経由地      ○                      ○ 
性別        ○                     
年齢         ○                    
職業          ○                   
旅行目的           ○                  
旅行形態            ○                 
個人旅行者のグループ人数             ○                
滞在日数              ○               
旅行日数               ○              
訪問国数                ○             
年収                 ○            
座席クラス                  ○           
航空券の種類                   ○          
航空運賃                    ○         
出国先                    ○ ○        
マイレージ利用の有無                     ○        
入国直前地                      ○      ○ 
出国直後地                      ○      ○ 
入国空港                      ○   ○   ○ 
国内訪問地                       ○ ○     
国内最終訪問地                       ○      
宿泊日数                        ○     
アクセス交通手段                          ○   
最終アクセス交通手段                          ○   
代表アクセス交通手段                          ○   
空港選択理由                           ○  

集計 
事項 旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 （※）経由地について、第６表は５区分、第 22 表は 20 区分で集計している。 
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧 
結果表番号 

 
 
集計事項等 

出国外国人

集計結果 
第 
23 
表 

第 
24 
表 

分類 
事項 

出国空港 ○ ○ 
PCR 等検査の実施の有無 ○  
PCR 等検査の実施場所  ○ 

集計 
事項 旅客数 ○ ○ 
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Ⅰ 速報値（週間拡大値）集計事項一覧                                                    別添２ 
結果表番号 

 
 
集計事項等 

第

１

表 

第

２

表 

第

３

表 

第

４

表 

第

５

表 

第

６

表 

第

７

表 

第

８

表 

第

９

表 

第

10
表 

第

11
表 

第

12
表 

第

13
表 

第

14
表 

第

15
表 

第

16
表 

第

17
表 

分類 
事項 

空港 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
国籍 ○                 
性別  ○                
年齢   ○               
職業    ○              
旅行目的     ○             
旅行形態      ○            
立寄り直前国       ○  ○ ○        
立寄り直後国        ○ ○  ○       
経由（トランジット）の有無          ○ ○       
トランジット理由            ○      
空港選択理由             ○     
空港の往復利用・片道利用              ○    
乗継時間               ○   
PCR 等検査の実施の有無                ○  
PCR 等検査の実施場所                 ○ 

集計 
事項 旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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Ⅱ 確報値（年間拡大値）集計事項一覧 
結果表番号 

 
 
 
集計事項等 

主な集計結果

(※) トランジット集計結果 

第

１

表 

第

２

表 

第

４

表 

第

１

表 

第

２

表 

第

３

表 

第

４

表 

第

５

表 

第

６

表 

第

７

表 

第

８

表 

第

９

表 

第

10
表 

第

11
表 

第

12
表 

第

13
表 

第

14
表 

第

15
表 

分類 
事項 

空港 ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
渡航先  ○                 
国籍   ○ ○               
性別     ○              
年齢      ○             
職業       ○            
旅行目的        ○           
旅行形態         ○          
通過・乗換          ○         
乗換時間           ○        
トランジット理由            ○       
往復利用・片道利用             ○      
直前地              ○  ○   
直後地               ○ ○   
PCR 等検査の実施の有無                 ○  
PCR 等検査の実施場所                  ○ 

集計 
事項 旅客数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（※）主な集計結果の第３表、第５表及び第６表は、日本人及び外国人旅客の調査票を集計した結果のため、本表からは除外した。 
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令和 3 年度 国際航空旅客動態調査 目標サンプル数の算定 

1 出国日本人・外国人の目標サンプル数の算定 

1.1 算定に用いる数値の設定 

過年度での方法と今年度の方法を比較して整理する。 
 過年度 本年度 

1 年間の 

出国者数 

調査実施時点で入国管理局 HP より得

られる直近 1 年間の出国者数から下記

の抽出率算定式を用いて目標サンプ

ル数を計算。 

 

○ピーク（8 月）昨年 5 月～今年 4 月 

○オフピーク（11 月）昨年 8 月～今年 7

月 

調査実施時点で出入国在留管理庁HP

より得られる直近 1 年間の出国者数か

ら下記の抽出率算定式を用いて目標サ

ンプル数を計算。 

 

○ピーク（8 月）R2.6～R3.5（実施済） 

○オフピーク（11 月）R2.8～R3.7 

○追加調査（1 月）R2.10～R3.9 

 
1 年間の出国者数（日本人・外国人含む）について、各空港の実績値（算出に用いる令和 3 年 9 ま

で）は以下のとおり。 

 
 

・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R2年度実績値
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 成田 21,563 15,203 19,994 28,791 38,234 38,167 41,591 45,031 51,646 48,524 31,459 41,865
2 関西 4,060 3,031 3,554 4,889 8,533 7,722 7,035 7,281 9,179 9,137 6,216 7,149
3 中部 25 0 349 607 597 731 1,124 1,176 1,650 921 1,127 957
4 羽田 8,440 5,082 6,870 15,136 21,673 17,663 16,195 15,488 22,141 27,044 13,660 18,559

21 福岡 139 69 69 473 599 463 661 768 1,146 833 866 752
34,227 23,385 30,836 49,896 69,636 64,746 66,606 69,744 85,762 86,459 53,328 69,282総数

4月 5月 6月 7月 8月 9月

1 成田 51,613 34,290 39,371 52,028 74,618 51,989
2 関西 8,249 6,214 6,963 6,854 9,486 7,466
3 中部 1,108 1,444 1,077 1,512 1,815 1,406
4 羽田 22,814 19,876 24,912 33,814 54,106 33,842

21 福岡 751 669 771 576 720 749

84,535 62,493 73,094 94,784 140,745 95,452

R3年度（実績値）

総数
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各調査月の年間出国者数は以下のとおりとなる。 
 

 
 

1.2 目標値の算定 

1.1 で設定した数値から目標サンプル数を算定する。目標サンプル数の算定方法は、下記の抽出率算

定式を用いる。 
 
抽出率算定式 

 

ＲＳＤ：相対誤差、Ｋ：信頼区間の定数（信頼度 95％のとき 1.96・信頼度 90％のとき 1.64） 

  ＺＫ：カテゴリ－数、ｒ：抽出率、Ｎ：母集団総数 

 

 

信頼度・相対誤差ＲＳＤ・カテゴリー数ＺＫは、過年度と同様、空港ごとに下表のように設定した。 

空港 信頼度 相対誤差 RSD カテゴリー数 ZK 

成田・羽田 95％ 0.20 目的 2×国籍 2×発地 4×行先 2＝32 

関   西 95％ 0.20 目的 2×国籍 2×発地 3×行先 2＝24 

福 岡 90％ 0.20 目的 2×国籍 2×発地 3×行先 1＝12 

そ の 他 90％ 0.20 目的 1×国籍 2×発地 3×行先 1＝6 

 
  

8月
（実施済）

11月 1月

R2.6 R2.8 R2.10
～ ～ ～

R3.5 R3.7 R3.9
1 成田 469,147 513,819 564,025
2 関西 85,126 90,532 91,229
3 中部 11,790 13,424 15,317
4 羽田 214,110 253,839 302,451

21 福岡 7,990 8,855 9,262

788,163 880,469 982,284
※8月の出国者数はR3.7.2時点での入国管理局HPで公開の値

　（R2.6～R3.5を用いた）

総数

N
1

r
r1)1ZK(KRSD ×

−
×−×=
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この設定方法により整理した調査各月の目標サンプル数は以下のとおり。 
 

【令和 3 年 8 月】 

 
 
【令和 3 年 11 月】 

 
 
【令和 4 年 1 月】 

 
 

  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｂ＊Ｅ

空港 出国者数 平均 Ｋ ＺＫ 抽出率 目標

出国者数 (信頼度) (ｶﾃｺﾞﾘｰ) ｻﾝﾌﾟﾙ数

(人／年) (人／週) (％) (人／週)

成田 469,147 9,022 1.96 32 24.8 2,240

関西 85,126 1,637 1.96 24 57.4 940

中部 11,790 227 1.96 24 90.7 210

羽田 214,110 4,118 1.96 32 42.0 1,730

福岡 7,990 154 1.64 12 82.8 130

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｂ＊Ｅ

空港 出国者数 平均 Ｋ ＺＫ 抽出率 目標

出国者数 (信頼度) (ｶﾃｺﾞﾘｰ) ｻﾝﾌﾟﾙ数

(人／年) (人／週) (％) (人／週)

成田 513,819 9,881 1.96 32 23.2 2,290

関西 90,532 1,741 1.96 24 55.9 970

中部 13,424 258 1.96 24 89.5 230

羽田 253,839 4,882 1.96 32 37.9 1,850

福岡 8,855 170 1.64 12 81.3 140

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｂ＊Ｅ

空港 出国者数 平均 Ｋ ＺＫ 抽出率 目標

出国者数 (信頼度) (ｶﾃｺﾞﾘｰ) ｻﾝﾌﾟﾙ数

(人／年) (人／週) (％) (人／週)

成田 564,025 10,847 1.96 32 21.5 2,340

関西 91,229 1,754 1.96 24 55.7 980

中部 15,317 295 1.96 24 88.2 260

羽田 302,451 5,816 1.96 32 33.9 1,970

福岡 9,262 178 1.64 12 80.6 140
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なお、日本人、外国人それぞれの目標数は以下のとおり設定する。 
 

 過年度 本年度 

日

本

人

割

合 

調査実施時点で入国管理局 HP より得られ

る直近 1年間の出国者数における日本人割

合 

過年度と同様。 

期間は 1．1 で示した 1 年間の出国者数と同様。 

 
各調査月の日本人割合の設定値及び日本人・外国人の目標サンプル数は以下のとおり。 
 
【令和 3 年 8 月】 

 
 

【令和 3 年 11 月】 

 
 

【令和 4 年 1 月】 

 
 

日本人割合

日本人 外国人

成田 39% 880 1,360 2,240

関西 42% 390 550 940

中部 21% 40 170 210

羽田 65% 1,110 620 1,730

福岡 29% 40 90 130

2,460 2,790 5,250

目標数

合計

日本人割合

日本人 外国人

成田 39% 880 1,410 2,290

関西 42% 410 560 970

中部 29% 70 160 230

羽田 64% 1,180 670 1,850

福岡 29% 40 100 140

2,580 2,900 5,480

目標数

合計

日本人割合

日本人 外国人

成田 38% 900 1,440 2,340

関西 45% 440 540 980

中部 36% 90 170 260

羽田 62% 1,230 740 1,970

福岡 32% 50 90 140

2,710 2,980 5,690

目標数

合計
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1.3 母集団の算定 

  1.1 で示した 1 年間の出国者数（日本人・外国人含む：再掲）について、各調査月の推計出国者数か

ら母集団を整理する。なお、現時点（令和 3 年 11 月 8 日）では 11 月・1 月の母集団が把握できない

ことから、母集団の算出に当たって推計値（R2.4～R3.9 の実績値より直線回帰）を用いる。 
 

 
 

 
 
  令和 3 年 8 月・11 月・令和 4 年 1 月時点の出国者数から週間値を算出する（各月の出国者数÷月日

数（31 又は 30）×7 日）。その後、日本人比率の設定値を基に母集団を算出する。 
 

【令和 3 年 8 月（実績値）】  日本人比率は R3.8実績 

 
【令和 3 年 11 月（推計値）】  日本人比率は R2.8～R3.7 

 
【令和 4 年 1 月（推計値）】  日本人比率は R2.10～R3.9 

  

R2年度実績値
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 成田 21,563 15,203 19,994 28,791 38,234 38,167 41,591 45,031 51,646 48,524 31,459 41,865
2 関西 4,060 3,031 3,554 4,889 8,533 7,722 7,035 7,281 9,179 9,137 6,216 7,149
3 中部 25 0 349 607 597 731 1,124 1,176 1,650 921 1,127 957
4 羽田 8,440 5,082 6,870 15,136 21,673 17,663 16,195 15,488 22,141 27,044 13,660 18,559

21 福岡 139 69 69 473 599 463 661 768 1,146 833 866 752
34,227 23,385 30,836 49,896 69,636 64,746 66,606 69,744 85,762 86,459 53,328 69,282総数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
推計 推計 推計 推計 推計 推計

1 成田 51,613 34,290 39,371 52,028 74,618 51,989 59,523 61,543 63,563 65,583 67,603 69,623
2 関西 8,249 6,214 6,963 6,854 9,486 7,466 8,801 9,008 9,215 9,422 9,629 9,836
3 中部 1,108 1,444 1,077 1,512 1,815 1,406 1,759 1,841 1,923 2,005 2,087 2,169
4 羽田 22,814 19,876 24,912 33,814 54,106 33,842 37,198 38,908 40,617 42,326 44,035 45,744

21 福岡 751 669 771 576 720 749 940 974 1,008 1,042 1,076 1,110
84,535 62,493 73,094 94,784 140,745 95,452 108,221 112,273 116,326 120,378 124,430 128,483

R3年度（実績値） R3年度（推計値）

総数

8月月間値 週間値 日本人

（人/月） （人/週） 日本人 外国人 比率

1 成田 74,618 16,849 6,813 10,037 40%
2 関西 9,486 2,142 1,305 837 61%
3 中部 1,815 410 245 165 60%
4 羽田 54,106 12,217 6,453 5,764 53%

21 福岡 720 163 72 90 44%

合計 140,745 31,781 14,888 16,893 -

11月月間値 週間値 日本人

（人/月） （人/週） 日本人 外国人 比率

1 成田 61,543 14,360 5,538 8,822 39%
2 関西 9,008 2,102 886 1,215 42%
3 中部 1,841 430 123 306 29%
4 羽田 38,908 9,078 5,802 3,277 64%

21 福岡 974 227 67 160 29%

合計 112,273 26,197 12,416 13,781 -

1月月間値 週間値 日本人

（人/月） （人/週） 日本人 外国人 比率

1 成田 65,583 14,809 5,701 9,108 38%
2 関西 9,422 2,128 952 1,175 45%
3 中部 2,005 453 163 290 36%
4 羽田 42,326 9,557 5,947 3,610 62%

21 福岡 1,042 235 75 160 32%

合計 120,378 27,182 12,839 14,343 -
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2 トランジット旅客の目標値の設定 

2.1 算定に用いる数値の設定 

過年度での方法と今年度の方法を比較して整理する。 
 

 過年度 本年度 

1 年間のトランジット

旅客数 

空港管理状況調書での直近 1年間のトラ

ンジット旅客数 

ピーク（8 月） 

：前々年の暦年でのトランジット旅客数 

オフピーク（11 月） 

：前年の暦年でのトランジット旅客数 

空港管理状況調書での直近 1 年間の年

度単位のトランジット旅客数 

（Ｒ２.４～Ｒ３.３） 

※別紙のとおり、令和 2 年 1 月から３月

は、コロナ禍の影響を受ける前の旅客数

を含むため 

 
1 年間のトランジット旅客数について、各空港の実績値は以下のとおり。 

 

 
 

 

2.2 目標値の算定 

設定した数値から目標サンプル数を設定する。目標サンプル数の設定方法は例年と同様とする。な

お、P.1 に記載する抽出率算定式を用いる。 
 
信頼度・相対誤差ＲＳＤ・カテゴリー数ＺＫは、過年度と同様、空港ごとに下表のように設定した。 

図表 2-1 抽出率算定指標 

空港 信頼度 相対誤差 RSD カテゴリー数 ZK 

成田 95％ 0.20 目的 2×国籍 2×行先 2＝8 

関西・羽田 95％ 0.20 目的 2×国籍 1×行先 2＝4 

 
算定した目標値は以下のとおり。 
なお、8 月・11 月・1 月それぞれの目標サンプル数算出の基となる年間実績が同一であることから、

各調査月の目標サンプル数は同数となる。 
 
【令和 3 年 8 月・11 月・令和 4 年 1 月】 

 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 R2年度
合計

成田 11,005 12,026 17,127 20,915 22,364 17,192 17,735 16,804 19,214 16,780 12,810 14,415 198,387
関西 3 209 268 499 336 73 37 46 13 30 6 93 1,613
羽田 2,323 2,023 2,220 3,474 3,360 3,327 3,339 2,389 2,729 3,086 2,385 2,804 33,459

ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ 平均 Ｋ ＺＫ 抽出率 目標
空　 港  旅客数(片側) ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ (信頼度) (ｶﾃｺﾞﾘｰ) （％） ｻﾝﾌﾟﾙ数

旅客数 (人／週)
（人／年） (人／週)

成　田 198,387 3,805 1.96 8 15.0 570
関　西 1,613 31 1.96 4 90.3 30
羽　田 33,459 642 1.96 4 31.0 200

   合　計 233,459 4,477 　－ 　－ 17.9 800
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2.3 母集団の算定 

調査各月の出国者数推計値から母集団を整理する。 
なお、トランジットでの出国者数実績は令和 3 年 4 月までしか確認できておらず、データ収集可能

な令和 3 年 4 月までの直近半年間での出国者数をもとに推計を行う。 
 

 
 

 
※斜体は推計値 
 

各調査月の母集団の推計結果は以下のとおり。 

 
 

 

 

  

令和２年 令和３年
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

成田 17,735 16,804 19,214 16,780 12,810 14,415 13,191 12,305 11,419 10,533 9,647 8,761 7,874 6,988 6,102
関西 37 46 13 30 6 93 55 60 65 70 75 80 86 91 96
羽田 3,339 2,389 2,729 3,086 2,385 2,804 4,859 2,489 2,423 2,356 2,289 2,223 2,156 2,090 2,023

令和４年
1月 2月 3月

成田 5,216 4,330 3,444
関西 101 106 111
羽田 1,957 1,890 1,823

月間 週間 月間 週間 月間 週間

（人/月） （人/週） （人/月） （人/週） （人/月） （人/週）

1 成田 9,647 2,178 6,988 1,578 5,216 1,178
2 関西 75 17 91 20 101 23
4 羽田 2,289 517 2,090 472 1,957 442

合計 12,012 2,712 9,168 2,070 7,273 1,642

8月 11月 1月
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別紙 

月別の出国者数の比較 
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国際航空旅客動態調査 過去に実施した調査の回収率（平成 27年度～令和元年度） 

年度 回収標本数(A) 配布標本数(B) 回収率(A/B) 

平成 27年度 36,382 36,382 100 

平成 28年度 36,490 36,490 100 

平成 29年度 36,380 36,380 100 

平成 30年度 38,212 38,212 100 

令和元年度 38,718 38,718 100 

※A 欄の回収標本数については有効回答数を示す

31




